
 

 

 

 

 

 

 

 

 

21世紀のメキシコ 

－近代化する経済、分極化する政治と社会－ 
 

 

 

「21世紀のメキシコ」研究会 

調査研究報告書 
 

 

星野妙子編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年 3月 
 

 

 

 

独立行政法人 日本貿易振興機構 

アジア経済研究所 

2016-C-5 



 

  

調査研究報告書 

地域研究センター 2016－C-5 

「21 世紀のメキシコ」研究会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査研究報告書 

地域研究センター 2016－C－５ 

「21 世紀のメキシコ」研究会 
 

 

      2017年 3月 31日発行 

     発行所 独立行政法人日本貿易振興機構 

     アジア経済研究所 

     〒261-8545 千葉県千葉市美浜区若葉 3-2-2 

     電話 043-299-9500 

 

      無断複写・複製・転載などを禁じます。 



まえがき 

 

 1980 年代から 90 年代に、メキシコはそれまでの国家介入型経済と権威主義政治体

制を改める新自由主義経済改革と政治制度改革を実施した。それによって豊かで安定し

た経済と民主的な政治社会が実現するはずであった。確かに貿易投資の自由化により輸出

産業は成長し、グローバル経済に適合した経済の近代化が実現した。しかし目覚ましい成

長は実現せず、所得格差も貧困も解消されていない。一方、政治制度改革の結果、2000

年には野党への政権交代が実現した。しかし 2012 年の選挙では権威主義体制下の旧与党

が政権に返り咲いた。民主的な選挙で、国民が旧体制を体現する政党を選択したのである。 

メキシコでなぜ、改革が目指した豊かで安定した経済と、民主的な政治社会が実現され

ていないのか。その究明を目的に、2016 年度から 2 年間の予定で、「21 世紀のメキシコ」

研究会が発足した。本調査研究報告書は研究会の中間報告にあたる 1年度目の成果である。 

本研究会は次のふたつの点をねらいとしている。第 1に改革がねらいどおりの成果をあ

げていない理由を、2000年代以降の経済、政治、社会の動きと、それらの動きの背後にあ

る経済、政治、社会の論理を検討することにより明らかにすることである。第 2に、メキ

シコの国としての姿を、経済、政治、社会の論理のせめぎあいの場として描くことで、今

後を展望する際の足掛かりとなる 21世紀のメキシコ像を提示することである。 

1年度目の研究成果から次のような 2000年代以降の変化が明らかになった。 

経済改革により経済の近代化が進行したが、成長は頭打ちの状態にある。成長の阻害要

因として、膨大なインフォーマルセクターなど、過去から引き継いだ経済構造と、旧体制

を支えた経済アクター、制度環境、分配政治の存続があげられる。成長にはさらなる制度

改革が不可欠であるが、次のような困難が存在する。政治面では、民主化の停滞、民主主

義の質の低下があげられる。政権の腐敗が深刻化したうえ、21世紀に入り、分配政治を支

えてきた石油資源の枯渇と、麻薬犯罪組織の政治介入という、政治を混迷させる二つの外

生要因が加わった。国家の統治能力が低下するなかで、制度改革への合意を取り付け、成

果を上げることは容易ではない。社会面では、政治制度改革により社会運動の政治的空間

が広がった。ただしそれが民主化の深化や民主主義の質の向上をもたらすとは限らない。

経済近代化の便益を享受できない膨大なインフォーマルセクターが存在し、それが旧体制

の温存を指向する政治勢力の組織的支持基盤や麻薬犯罪組織の温床となっているためであ

る。さらなる改革を希求する経済の論理と、権威主義体制のシナジーが残る政治と社会の

論理がせめぎあうなかで、まとまりを失いつつある国家。それが 1年目の成果から描き出

せるメキシコ像である。より精緻な 21 世紀のメキシコ像の提示をめざして 2 年度目の研

究に臨みたい。 

2017年 3月 
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